
日
籍
纏
躍
"
一

様
に
、
中
国
の
「
高
速
成
長
」
は
2
0

し
ゅ
、
つ
ぇ
人

ー
ー
年
に
終
爲
を
迎
え
た
。
足
元
、
減

速
が
鮮
明
に
な
り
つ
つ
ぁ
る
中
国
経
済

は
、
A
後
ど
う
な
る
の
か
。
「
成
長
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
曲
線
」
で
見
て
み
ょ
う
。

し
た
。や

り
玉
に
挙
げ

ら
れ
た
の
が
、
中

国
政
府
の
補
助
金
を
使
っ
た
ハ
イ
テ

ク
・
新
興
産
業
振
興
戦
略
で
あ
る
「
中

国
製
造
2
0
2
5
」
政
策
で
あ
り
、
米

国
は
そ
の
放
審
求
め
て
い
る
と
さ
れ

る
。
米
国
の
狙
い
が
、
単
に
貿
易
否

衡
の
是
正
だ
け
で
は
な
く
、
ハ
イ
テ
ク
・

蛋
面
で
の
ー
を
奪
・
強
化
す

高
速
成
長
は
Π
年
で
終
馬

る
る

か
あ

た
に

成
長
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
曲
線
は
、
一
国

の
経
済
の
工
業
化
が
進
展
し
1
人
当
た

り
国
内
総
生
産
(
G
D
P
)
が
増
加
す

る
と
右
上
に
移
動
し
、
そ
の
後
経
済
の

サ
ー
ビ
ス
化
が
進
展
す
る
と
弧
を
描
く

よ
、
つ
に
左
上
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
。
日

本
の
経
験
で
は
乃
年
ま
で
が
工
業
化

に
佳
胃
度
成
長
期
で
あ
り
、
弱
年
か

ら
の
年
劣
の
饗
G
D
P
成
長
率
は

W
%
前
後
を
記
録
し
た
。

そ
し
て
経
済
が
成
熟
化
(
サ
ー
ビ
ス

化
)
す
る
に
つ
れ
て
成
長
率
は
低
下
し
、

N
S
卯
年
の
年
舌
成
長
率
は
4
%
前

け
人
い
人

後
と
な
っ
た
。
成
長
の
牽
引
役
が
産
業

別
に
は
街
生
産
性
の
伸
び
率
が
高
い

製
造
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス
業
へ
、
県
に

需
要
項
目
別
に
は
投
資
か
ら
饗
へ
と

シ
フ
ト
す
る
こ
と
で
、
成
長
率
は
低
下

し
た
。

中
国
は
、
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
の
入

り
口
ま
で
は
、
日
本
と
同
じ
軌
跡
を
た

ど
つ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
中
国
の

転
換
点
は
Ⅱ
年
で
あ
り
、
袷
S
H
年
の

饗
G
D
P
成
長
率
は
年
劣
W
%
弱

に
達
し
た
。
そ
の
後
成
長
率
は
鈍
化
し
、

n
s
H
年
は
7
%
ム
只
巧
年
以
降
は
6

%
台
と
な
っ
て
い
る
。
玲
年
の
責
G

D
P
成
長
率
は
6
・
6
%
と
な
り
、
「
器

年
ぶ
り
の
低
成
長
」
が
内
外
の
メ
デ
ィ

ア
で
強
調
さ
れ
た
が
、
中
国
経
済
が
長

期
的
な
ダ
ウ
ン
ト
レ
ン
ド
の
さ
な
か
に

あ
る
と
の
認
識
に
立
て
ぱ
、
器
年
ぶ
り

の
低
成
長
と
い
、
ー
に
大
き
な
意
味

は
な
い
。

実
は
、
こ
の
時
期
に
中
国
が
迎
え
た

転
換
点
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
も
う

一
つ
は
巧
S
脚
歳
の
生
産
齢
人
口
が

Ⅱ
年
に
9
億
4
0
7
2
万
人
の
ピ
ー
ク

を
迎
え
た
こ
と
で
あ
る
。
玲
条
は
9

億
1
0
6
6
万
人
と
な
り
、
 
7
年
間
で

3
0
0
0
万
人
以
上
、
生
産
年
人
口

が
減
少
し
た
。

人
ロ
ボ
ー
ナ
ス
値
は
、
「
生
産
年
齢
人

ロ
÷
従
属
人
口
(
N
歳
以
下
人
口
+
釦

歳
以
上
人
口
)
」
で
乳
さ
れ
、
こ
れ
が

高
い
と
働
き
手
が
多
い
一
方
で
、
養
育

費
の
か
か
る
子
ど
も
と
、
釜
・
医
療

の
社
会
負
担
の
大
き
い
高
齢
者
が
少
な

い
状
態
で
あ
る
。
経
済
に
は
、
1
入

量
の
増
加
、
社
会
保
障
負
担
の
減
少
、

響
率
の
上
昇
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
の
効

果
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

し
か
し
、
少
舌
齢
化
の
進
行
で
こ

の
歯
車
は
逆
回
転
す
る
。
 
1
入
量

の
減
少
、
高
齢
者
社
会
像
負
担
の
増

加
、
響
率
の
低
下
が
、
経
済
成
長
を

押
し
下
げ
る
の
で
あ
る
。
日
本
の
人
口

ボ
ー
ナ
ス
値
の
ピ
ー
ク
は
卯
年
ご
ろ
で

あ
っ
た
が
、
中
国
は
経
済
が
成
熟
化
す

る
前
に
人
ロ
ボ
ー
ナ
ス
値
が
ピ
ー
ク
を

迎
え
て
し
ま
っ
た
。

A

ツ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

不
正
ア
ク
セ
ス
に

よ
る
機
1
の

舗
年
ま
で
に
製
造
強
国
入
り

こ
の
他
、
中
国
経
済
に
は
過
剰
生
産

勞
問
題
や
巨
程
務
問
題
な
ど
も
あ

り
、
成
長
低
下
要
因
は
山
積
で
あ
る
。

A
後
、
日
本
(
雀
国
型
の
経
済
発

展
を
遂
げ
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
成

長
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
曲
線
が
左
斜
め
上
で

は
な
く
平
行
移
牟
る
よ
う
な
、
い
わ

わ
な

ゆ
る
「
中
卿
国
の
罵
」
に
陥
る
の
か
、

こ
の
ま
ま
で
は
馨
の
可
稗
が
高
い

よ
、
つ
に
思
え
る
0

中
国
は
こ
う
し
た
状
況
に
危
機
意
識

を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
突
破
口
の
一
つ

と
し
て
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
重
視
を

国
家
戦
略
と
し
た
。
玲
S
加
年
の
第
玲

次
5
力
年
計
画
で
は
、
①
イ
ノ
ベ
ー
シ

ヨ
ン
、
留
調
(
調
和
)
、
③
グ
リ
ー
ン

(
璽
・
エ
コ
)
、
W
、
異
享
(
共

に
成
果
を
享
受
す
る
)
 
1
の
五
つ
の

発
展
理
念
を
掲
げ
た
。

そ
の
筆
頭
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

り
、
中
国
政
府
は
巧
年
5
月
に
発
表
し

た
「
中
国
製
造
2
0
2
5
」
を
重
要
政

本

回

1
人
当
た
り
名
目
G
D
P
(
ド
ル
)

策
に
管
L
付
け
た
の
で
あ
る
。
中
国
は

A
後
釦
年
か
け
て
製
造
業
の
ア
ツ
プ
グ

レ
ー
ド
を
図
る
計
画
で
あ
り
、
第
1
段

階
と
し
て
部
年
ま
で
に
製
造
強
国
の
仲

間
入
1
果
た
す
と
し
た
。

具
傭
に
は
、
爰
世
t
1
術

産
業
(
国
家
情
報
セ
キ
ユ
リ
テ
ィ
ー
の

る
0

こ
う
し
た
中
で

=1

月
に
、
米
通
商
代

器
(
U
S
T
R
)

は
報
告
書
を
発
表

し
、
中
国
に
ょ
る

米
国
企
業
か
ら
の

技
術
移
転
の
強

要
、
米
国
企
業
に

対
す
る
投
資
・
買

収
に
ょ
る
最
鴛

技
術
と
知
的
財
産

の
郡
、
知
的
財

産
権
の
侵
害
、
コ

る
こ
と
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

1
02

囲

「
中
国
製
」
の
調
達
を
禁
止

風

さ
ら
に
、
玲
年
8
月
に
は
玲
飯
米

国
鼎
限
法
が
成
立
し
た
。
米
国
は
通

優
器
大
手
の
フ
ァ
ー
ウ
エ
イ
(
糖

技
術
)
や
Z
T
E
 
(
中
通
訊
)
、
監
視

カ
メ
ラ
の
ハ
イ
ク
ビ
ジ
ョ
ン
、
同
じ
く

ダ
ー
フ
ァ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
無
線
通

信
の
ハ
イ
テ
ラ
・
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ

ン
ズ
の
5
社
に
対
し
て
、
安
全
俊
上

の
り
ス
ク
が
あ
る
と
し
て
、
玲
年
8
月

玲
日
以
降
は
、
米
政
寝
関
が
上
記
5

社
の
製
品
や
同
部
品
を
組
み
込
ん
だ
製

品
を
調
達
す
る
こ
と
を
林
歪
。
即
年
8

月
B
日
以
降
は
、
さ
ら
に
上
記
5
社
の

響
叩
を
利
用
し
て
い
る
企
業
と
の
取
引

を
林
歪
す
る
と
し
た
。

当
然
、
対
象
は
<
後
拡
大
し
て
い
く

可
佐
が
高
く
、
日
本
な
ど
同
盟
国
に

ー
を
求
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
う
し
た
包
囲
網
が
完
成
す
れ
ば
、

「
中
国
製
造
2
0
2
5
」
に
は
大
き
な
打

撃
と
な
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
牽
引

役
と
し
た
中
国
の
雀
国
入
:
困
難

こ
な
ろ
う
。
そ
れ
と
も
中
国
は
包
囲
網

の
切
晶
し
に
成
功
し
、
技
術
立
国
と

し
て
米
国
を
脅
か
す
存
在
に
な
る
の

か
。
A
後
の

い
の
行
方
が
大
い

に
注
目
さ
れ
よ
、
つ
。

た
め
ー
チ
ッ
プ
な
ど
の
国
産
化
を

讐
)
、
②
ハ
イ
エ
ン
ド
エ
ー
・
ロ

ボ
ッ
ト
、
 
3
 
九
干
番
用
設
備
(
大

型
空
機
の
開
発
な
ど
)
、
ー
エ
程

設
備
・
ハ
イ
テ
ク
舶
(
深
海
探
査

.

資
源
開
発
の
強
化
な
ど
)
を
十
大
重
点

分
野
と
し
、
そ
の
要
諦
は
国
産
化
率
の

4
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入
手
等
を
問
題
視

Q 中は'に'れるか

米国中心の包囲が完成すれぱ
「中国製噛2025」は大打撃
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